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《平成２４年度 安心安全部会 活動状況…２月現在》 

 

Ⅰ「老いても、住みよい大歳に」 

◎高齢者の生活安全対策 

・詐欺、訪問販売等への対処 

訪問販売や振り込め詐欺などの被害防止を推進するため、三作公会堂で三作ふれあい

いきいきサロン(６月２８日)､下湯田集会所でひだまりの会(９月１１日)､和田自治会(１１月２０

日)の皆さんを対象に、生活安全セミナーを開催しました。 

↓【生活安全セミナー（三作ふれあいいきいきサロン）】↓ 

  
 

↓【生活安全セミナー（ひだまりの会）】↓ 

  
 

↓【生活安全セミナー（和田自治会）】↓ 
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◎高齢者の交通安全対策 

・高齢ドライバー１日ドック講習会の開催 

高齢者の交通安全意識の高揚を図るため、今年度は９月２７日と１１月１５日に山口県交

通安全学習館で、６０歳以上の方１０名ずつを対象として、１日ドック講習会を２回開催しまし

た。参加者は、四輪車事故体験シミュレーション（交通事故の疑似体験）やダミー人形衝突

実験などを行い、交通安全への意識を高めていただきました。 

↓【四輪車事故体験シミュレーション】↓         ↓【内輪差の現状体験】↓ 

  
 

↓【エアバック爆発衝撃体験】↓         ↓【緊急時における急制動体験】↓ 

  
 

Ⅱ「子どもたちが、すくすく育つ大歳に」 

◎子どもの生活安全対策 

・交通指導教育の支援 

２月１日(金)、２５年度の新入学児童を対象に大歳小学校で行われた交通安全教室に参

加し、山口警察署の方と一緒に子ども達に道路の渡り方などを指導しました。 

↓【交通安全教室】↓ 
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・交通立哨の実施 

交通安全運動期間中に交通立哨を実施しています。 

↓【子どもを守ろう！安全な通学路・踏切キャンペーン】↓ 

  
 

Ⅲ「住民のみんなが参加する自治会にしよう」 

◎地域の生活安全対策 

・ワンワンパトロールの実施 

ワンワンパトロールは、愛犬と散歩される方に「おおとしわんわんパトロール隊」の帽子を希

望者に配付し、皆さんには帽子を着用していただき、普段どおりに散歩(パトロール)していた

だくことで、散歩コース周辺での防犯意識の啓発を行うとともに、地域の皆さんの防犯意識を

高め、空き巣や痴漢、その他各種犯罪を未然に防止することを目的として実施しています。 

今年度は、当初に予定していた帽子の配付数を早々に完了したことから、追加作成し、

「わんわんパトロール隊」の募集を行っております。 

↓【おおとしわんわんパトロール隊の帽子】↓ 
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◎犯罪の起こりにくい環境の整備 

・ごみの不法投棄の防止 

椹野川や吉敷川沿いの土手や道路へのゴミの不法投棄を防止するため、「啓発看板」と

「貧乏神神社のミニ鳥居」を今年も６箇所設置しました（計１２箇所）。 

↓【市道沿いなどに設置した貧乏神神社のミニ鳥居】↓ 

  
 

・ごみ出しマナーアップ作戦の展開 

まだまだ、ごみや資源物の出し方にマナー違反がみうけられます。ごみを出さない生活を

心掛けることも大切ですが、排出の際に分別を徹底するなど、ルールやマナーを守ることも

大切です。今年は、７月に「ごみ出しマナーアップ」チラシを作成し、１２月に「周布町資源物

ステーションの利用」チラシを作成し、各自治会で回覧していただきました。 

↓【「ごみ出しマナーアップ」チラシ】（７月回覧分）↓ 
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↓【「周布町資源物ステーションの利用」チラシ】（１２月回覧分）↓ 

 

 

◎安心安全な地域づくり 

  ・安全パトロールの実施 

定期的に大歳地区内の生活･交通関係などの危険箇所の点検のため、見回りを実施して

います。夜間の歩行者などには、交通安全グッズを配布するなど、安全指導を随時実施し

ています。 

↓【交通安全啓発のため配布しているグッズ】↓ 

 
 

  ・関係機関との連携 

消費生活センターや交通安全協会などからの資料提供を受けたり、情報交換を行い、情

報収集を行っています。資料は自治会での回覧などをお願いしています。 

 


